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＊ご相談は下記でも受け付けております 

電話番号：（0894）72-0102   メール：nomh-soudan@school.esnet.ed.jp 

３学年主任 大野伸二先生 

 

「おまえはいつだって全力だったと言えるのか？ 俺は言える！」  

「本気でやらないと、本気で笑えないんだよ！」 

「諦めるのはいつでもできるが、諦めないのは今しかできねぇ！」 

私の好きな芸能人、江頭２：５０さん(56)の言葉です。いつも勇気を貰っています。負けてたまるかと思わ

せてくれます。皆さん、目標はそれぞれ違うとは思いますが、全力で、本気で、諦めないで、自分の可能性に

立ち向かう勇気と覚悟を持って。５３名全員が、イイ顔して来年の春を迎えられますように。 

 

２学年主任 岩本千加先生 

 

2 年生の教室の壁面には「漢字」が並んでいます。それは自分の目標だったり、自分を表現すものだったり。 

２文字だったり、１文字だったり。いい味をだしています。見てにやにやします。見てうなずいたりもします。 

充実した高校生活を送るためには、目標とするゴールが必要です。２年生の時期はいよいよ社会へ飛び立

つ、受験をするゴールに近づきます。楽しかったり嬉しかったり、時には苦労を重ねたり心配したり、励まし

たり。自分にしっかりと問いかけ、向き合いゴールをする準備をしましょう。過去と他人は変われないけど、

未来は変えられます。明日輝く自分のためにしっかり準備していきましょう。 

 

１学年主任 宮本昇二先生 

 

毎年、３年生の面接練習をする際に、「高校生活での一番の思い出は何ですか？」という質問をよくします。

ほとんどの生徒が体育祭や部活動のことを答えます。なぜでしょうか？ ちなみに私の高校生活の一番の思

い出も部活動です。なぜ思い出かと言われると一所懸命に取り組んだからです。楽しいことよりもつらいこ

とのほうが多かった。むしろ苦しいことしかなかった。しかし必死になって取り組み、つらいことも仲間と乗

り越えてきたから思い出として残っているのだと思います。面接練習で体育祭や部活動という答えが多い

のも、一所懸命になって取り組み、意見の食い違いなどで衝突しながらもそれを乗り越えてきたからよい思

い出となるのだと思います。人間楽しいことは忘れます。しんどいことつらいことを乗り越えた経験は一生

覚えているものです。みなさん、高校生活でよい思い出がたくさんできるようにいろんなことにチャレンジし

てください。 

《片桐弥生先生 来校予定日》6/6（月）・13（月）・20（月）・27（月） 

今月号は、 

学年主任の先生方より、 

メッセージです。 
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